
精度管理費係数 国土地理院

訂正内容 用地測量における注釈の追加

現行基準 摘 要現 行 訂 正のページ

表－１ 精度管理費係数 表－１ 精度管理費係数1-1-14

精度管理費 精度管理費
測 量 作 業 種 別 係 数 測 量 作 業 種 別 係 数

１ 級 基 準 点 測 量 ０ １０ １ 級 基 準 点 測 量 ０ １０. .

２ 級 基 準 点 測 量 ０ ０９ ２ 級 基 準 点 測 量 ０ ０９. .

３ 級 基 準 点 測 量 ０ ０９ ３ 級 基 準 点 測 量 ０ ０９. .

４ 級 基 準 点 測 量 ０ ０９ ４ 級 基 準 点 測 量 ０ ０９. .
基 準 点 測 量 基 準 点 測 量

１ 級 水 準 測 量 ０ ０９ １ 級 水 準 測 量 ０ ０９. .

２ 級 水 準 測 量 ０ ０９ ２ 級 水 準 測 量 ０ ０９. .

３ 級 水 準 測 量 ０ ０９ ３ 級 水 準 測 量 ０ ０９. .

４ 級 水 準 測 量 ０ ０９ ４ 級 水 準 測 量 ０ ０９. .

路 線 測 量 (用地幅杭設置測量は除く) ０ １０ 路 線 測 量 (用地幅杭設置測量は除く) ０ １０. .

河 川 測 量 ０ １０ 河 川 測 量 ０ １０. .
応 用 測 量 応 用 測 量

深 浅 測 量 ０ ０９ 深 浅 測 量 ０ ０９. .

用 地 測 量 ( ､ ) ０ ０７ 用 地 測 量 ( ､ ) ０ ０７境界測量 境界点間測量は除く 境界測量 境界点間測量は除く. .

平 板 測 量 地形図作成 ～ ０ １０ 平 板 測 量 地形図作成 ～ ０ １０1/200 1/1,000 . 1/200 1/1,000 .

撮影 白黒 ～ ０ ０４ 撮影 白黒 ～ ０ ０４1/4,000 1/12,500 . 1/4,000 1/12,500 .

〃 カラー ～ ０ ０５ 〃 カラー ～ ０ ０５1/4,000 1/12,500 . 1/4,000 1/12,500 .

対空標識の設置 ０ ０３ 対空標識の設置 ０ ０３. .

標定点測量 ０ ０２ 標定点測量 ０ ０２. .
地 形 測 量 地 形 測 量

空中写真測量 刺 針 ０ ０６ 空中写真測量 刺 針 ０ ０６. .
数値地形測量 数値地形測量

簡易水準測量 ０ ０５ 簡易水準測量 ０ ０５. .

地形図作成 ～ ０ ０７ 地形図作成 ～ ０ ０７1/500 1/1,000 . 1/500 1/1,000 .
500 1,000 500 1,000ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ﾚﾍﾞﾙ ～ ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ﾚﾍﾞﾙ ～

1/2,500 1/2,500地形図作成 地形図作成
ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ﾚﾍﾞﾙ ０ ０３ ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ﾚﾍﾞﾙ ０ ０３2,500 . 2,500 .

2,500 2,500既成図数値化 ﾚﾍﾞﾙ 既成図数値化 ﾚﾍﾞﾙ

地形図修正 ～ ０ ０６ 地形図修正 ～ ０ ０６1/1,000 1/2,500 . 1/1,000 1/2,500 .

（注）１．路線測量の作業計画，現地踏査，伐採，打合せ協議は精度管理費係数の対象としない。 （注）１．路線測量の作業計画，現地踏査，伐採，打合せ協議は精度管理費係数の対象としない。

２．河川測量の作業計画，現地踏査は精度管理費係数の対象としない。 ２．河川測量の作業計画，現地踏査は精度管理費係数の対象としない。

３．深浅測量の作業計画は精度管理費係数の対象としない。 ３．深浅測量の作業計画は精度管理費係数の対象としない。

４ （１）用地測量の作業計画，現地踏査，公図等の転写，地積測量図転写，土地登記簿調査，建物登記 ４ （１）用地測量の作業計画，現地踏査，公図等の転写，地積測量図転写，土地登記簿調査，建物登記． ．

簿調査，権利者確認調査（当初 ，権利者確認調査（追跡 ，公図等転写連続図作成，境界確認，土 簿調査，権利者確認調査（当初 ，権利者確認調査（追跡 ，公図等転写連続図作成，境界確認，土） ） ） ）

地境界立会確認書作成，用地境界仮杭設置，用地境界杭設置，土地調書作成，打合せ協議は精度管 地境界立会確認書作成，用地境界仮杭設置，用地境界杭設置，土地調書作成，打合せ協議は精度管

理費係数の対象としない。 理費係数の対象としない。

（２）用地測量（公共用地境界確定協議）の公共用地管理者との打合せ，依頼書作成，協議書作成は （２）用地測量（公共用地境界確定協議）の公共用地管理者との打合せ，依頼書作成，協議書作成は

精度管理費係数の対象としない。 精度管理費係数の対象としない。

(３)用地測量の境界測量については、精度管理を境界点間測量において実施するので、精度管理費

係数から境界測量と境界点間測量を除く



地すべり調査

訂正内容 パイプ式歪計の接続方法の変更（ソケットレス仕様）に伴う、材料費（ソケット）の削除及びソケット数量の算出式削除。

現行基準 摘 要現 行 訂 正のページ

パイプ式歪計による調査 パイプ式歪計による調査2-3-14 ３－３－３ ３－３－３

( ) 設置 ( ) 設置1 1
（ 孔当り） （ 孔当り）1 1

種 別 細 別 単位 数 量 摘 要 種 別 細 別 単位 数 量 摘 要

0.5 0.5人 件 費 地 質 調 査 技 師 人 人 件 費 地 質 調 査 技 師 人

0.5 0.5主 任 地 質 調 査 員 〃 主 任 地 質 調 査 員 〃

0.5 0.5地 質 調 査 員 〃 地 質 調 査 員 〃

1.0 1.0普 通 作 業 員 〃 普 通 作 業 員 〃

1 48mm 3.6mm 1 48mm 3.6mm材 料 費 パ イ プ 式 歪 計 本 注 φ ，ｔ 材 料 費 パ イ プ 式 歪 計 本 注 φ ，ｔ

リ ー ド 線 ｍ 注 ３芯 リ ー ド 線 ｍ 注 ３芯2 2
ソ ケ ッ ト 個 注 φ 用 雑 品 式 材料費の ％3 48mm 1 21
雑 品 式 材料費の ％1 21

（注）１．パイプ式歪計の算出は，次式による。

（注）１．パイプ式歪計の算出は，次式による。 Ｎ（本数）＝Ｄ（深度ｍ）

Ｎ（本数）＝Ｄ（深度ｍ） ２．リード線数量の算出は，次式による （余裕長 ｍを含む）。 2.0
２．リード線数量の算出は，次式による （余裕長 ｍを含む） ①１方向２ゲージの場合。 2.0

①１方向２ゲージの場合 Ｌ（ 孔当りリード線延長）＝Ｄ（深度ｍ）÷２（Ｄ（深度ｍ）＋４）1
Ｌ（ 孔当りリード線延長）＝Ｄ（深度ｍ）÷２（Ｄ（深度ｍ）＋４） ②２方向４ゲージの場合1
②２方向４ゲージの場合 Ｌ（ 孔当りリード線延長）＝［Ｄ（深度ｍ）÷２（Ｄ（深度ｍ）＋４ ］×２1 ）

Ｌ（ 孔当りリード線延長）＝［Ｄ（深度ｍ）÷２（Ｄ（深度ｍ）＋４ ］×２ ３．パイプ式歪計はソケットレス仕様を標準とする。1 ）

３．ソケット数量の算出は，次式による。 ４．本表は，１方向２ゲージまたは２方向４ゲージ，ゲージ間隔 ｍ，深度 ｍ以内1.0 30
Ｍ（個数）＝Ｄ（深度ｍ） の場合に適用し，これ以外の場合には別途考慮する。

４．本表は，１方向２ゲージまたは２方向４ゲージ，ゲージ間隔 ｍ，深度 ｍ以内1.0 30
の場合に適用し，これ以外の場合には別途考慮する。

( ) 観 測 ( ) 観 測2 2
（１孔当り 回当り） （１孔当り 回当り）1 1

種 別 細 別 単位 数 量 摘 要 種 別 細 別 単位 数 量 摘 要

0.04 0.04人 件 費 主 任 地 質 調 査 員 人 人 件 費 主 任 地 質 調 査 員 人

0.04 0.04地 質 調 査 員 〃 地 質 調 査 員 〃

材 料 費 雑 品 式 人件費の１％ 材 料 費 雑 品 式 人件費の１％1 1
0.04 0.04機械損料 静 歪 み 指 示 計 台・日 機械損料 静 歪 み 指 示 計 台・日

（注）１．本表は，１方向２ゲージまたは２方向４ゲージ，ゲージ間隔 ｍ，観測深度 ｍ （注）１．本表は，１方向２ゲージまたは２方向４ゲージ，ゲージ間隔 ｍ，観測深度 ｍ1.0 30 1.0 30
以内の場合に適用し，これ以外の場合には別途考慮する。 以内の場合に適用し，これ以外の場合には別途考慮する。

( ) 資料整理 ( ) 資料整理3 3
（ 孔当り ヶ月当り） （ 孔当り ヶ月当り）1 1 1 1

種 別 細 別 単位 数 量 摘 要 種 別 細 別 単位 数 量 摘 要

0.1 0.1人 件 費 地 質 調 査 技 師 人 人 件 費 地 質 調 査 技 師 人

0.2 0.2主 任 地 質 調 査 員 〃 主 任 地 質 調 査 員 〃

0.3 0.3地 質 調 査 員 〃 地 質 調 査 員 〃

材 料 費 雑 品 式 人件費の１％ 材 料 費 雑 品 式 人件費の１％1 1

（注）１．観測周期は７日を標準とするが，観測周期１～ 日の場合には本表を適用できる。 （注）１．観測周期は７日を標準とするが，観測周期１～ 日の場合には本表を適用できる。15 15



設計業務

訂正内容 中間打合せに関する記載の追加。

現行基準 摘 要現 行 訂 正のページ

第４節 歩道詳細設計 第４節 歩道詳細設計
４－４ 設計協議 ４－４ 設計協議3-2-20
歩掛は下記を標準とし中間打合せは２回を標準とするが、状況により中間打ち合わせ回数減す 歩掛は下記を標準とし中間打合せは２回を標準とするが、状況により中間打ち合わせ回数減す

ることができる。 ることができる。

（１業務当り） （１業務当り）

主任技師 技 師 Ａ 技 師 Ｂ 適 用 主任技師 技 師 Ａ 技 師 Ｂ 摘 要

0.5 0.5 0.5 0.5業 務 着 手 時 業 務 着 手 時

中 間 打 合 せ 中 間 打 合 せ １回当り0.5 0.5 0.5 0.5
0.5 0.5 0.5 0.5成果品納入時 成果品納入時

第７節 橋梁設計 第７節 橋梁設計
７－３ 横断歩道橋詳細設計 ７－３ 横断歩道橋詳細設計3-2-90

設 計 協 議 （１業務当り） 設 計 協 議 （１業務当り）

職 種 直 接 人 件 費 労務費 職 種 直 接 人 件 費 労務費

主 任 主 任 技 師 技 師 技 師 主 任 主 任 技 師 技 師 技 師
時 点 技 術 者 技 師 長 技 師 （ Ａ ） （ Ｂ ） （ Ｃ ） 技 術 員 製図工 時 点 技 術 者 技 師 長 技 師 （ Ａ ） （ Ｂ ） （ Ｃ ） 技 術 員 製図工

0.5 0.5 0.5 0.5業 務 着 手 時 業 務 着 手 時

0.5 0.5 0.5 0.5中 間 打 合 せ 中 間 打 合 せ

0.5 0.5 0.5 0.5成 果 品納 入 時 成 果 品 納入 時

（注） 中間打合せについては，業務内容に応じて追加するものとする。 （注） 上記は各段階共１回分の歩掛であるが，中間打合せについては１回を標準とする。

なお、中間打合せ回数は、必要に応じ回数を増減するものとする。

第１１節 電線共同溝（Ｃ・Ｃ・Ｂｏｘ）設計 第１１節 電線共同溝（Ｃ・Ｃ・Ｂｏｘ）設計
１１ １ 電線共同溝（Ｃ・Ｃ・Ｂｏｘ）予備設計 １１ １ 電線共同溝（Ｃ・Ｃ・Ｂｏｘ）予備設計－ －

１１－１－２ 打合せ協議 １１－１－２ 打合せ協議3-2-108
(１) 設計協議 (１) 設計協議

（１業務当り） （１業務当り）

職 種 直 接 人 件 費 職 種 直 接 人 件 費 摘 要

区 分 技師長 主任技師 技師(Ａ) 技師(Ｂ) 技師(Ｃ) 技術員 区 分 技師長 主任技師 技師(Ａ) 技師(Ｂ) 技師(Ｃ) 技術員

0.5 0.5 0.5 0.5業 務 着 手 時 業 務 着 手 時

中 間 打 合 せ 中 間 打 合 せ １回当り0.5 0.5 0.5 0.5
0.5 0.5 0.5 0.5成果品納入時 成果品納入時

(注)１．業務着手時，成果品納入時は原則として，管理技術者が立ち会うよう特記仕様書 (注)１．業務着手時，成果品納入時は原則として，管理技術者が立ち会うよう特記仕様書
に明示するものとする｡ に明示するものとする｡

２．設計協議の中間打合せ回数は１業務当り１回を標準とする。 ２．設計協議の中間打合せ回数は１業務当り１回を標準とする。
なお，中間打合せ回数は必要に応じ回数を増減するものとする。 なお，中間打合せ回数は必要に応じ回数を増減するものとする。

１１ ２ 電線共同溝（Ｃ・Ｃ・Ｂｏｘ）詳細設計 １１ ２ 電線共同溝（Ｃ・Ｃ・Ｂｏｘ）詳細設計－ －

－２－２ 打合せ協議 －２－２ 打合せ協議3-2-111 １１ １１

(１) 設計協議 (１) 設計協議
（１業務当り） （１業務当り）

職 種 直 接 人 件 費 職 種 直 接 人 件 費 摘 要

区 分 技師長 主任技師 技師(Ａ) 技師(Ｂ) 技師(Ｃ) 技術員 区 分 技師長 主任技師 技師(Ａ) 技師(Ｂ) 技師(Ｃ) 技術員

0.5 0.5 0.5 0.5業 務 着 手 時 業 務 着 手 時

中 間 打 合 せ 中 間 打 合 せ １回当り0.5 0.5 0.5 0.5
0.5 0.5 0.5 0.5成果品納入時 成果品納入時

(注）１．業務着手時，成果品納入時は原則として，管理技術者が立ち会うよう特記仕様書に (注）１．業務着手時，成果品納入時は原則として，管理技術者が立ち会うよう特記仕様書に
明示するものとする｡ 明示するものとする｡

２．設計協議の中間打合せ回数は１業務当り１回を標準とする。 ２．設計協議の中間打合せ回数は１業務当り１回を標準とする。
なお，中間打合せ回数は，必要に応じ回数を増減するものとする。 なお，中間打合せ回数は，必要に応じ回数を増減するものとする。
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